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◎
幌
延
町
奨
学
資
金
貸
付

条
例
に
つ
い
て

質
問

近
年
の
都
市
部
に
お
け

る
生
活
費
の
上
昇
は
著
し
く
、

現
行
の
月
額
５
万
円
で
は
学
業

継
続
の
支
え
と
し
て
不
足
し
て

い
る
懸
念
が
あ
る
。
地
方
か
ら

の
学
生
は
、
こ
の
ほ
か
に
受
験

す
る
た
め
の
交
通
費
、
宿
泊
費
、

進
学
し
て
か
ら
の
下
宿
代
、
生

活
費
な
ど
を
考
慮
し
て
も
、
上

限
額
の
引
き
上
げ
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
償
還

金
の
減
免
は
２
分
の
１
だ
が
、

町
内
で
の
定
住
、
就
職
を
強
力

に
後
押
し
す
る
た
め
に
は
、
一

定
期
間
の
居
住
勤
務
を
条
件
と

し
た
全
額
免
除
（
無
償
化
）
も

検
討
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

教
育
長

近
隣
自
治
体
と
同
程

度
、
若
し
く
は
高
い
設
定
と
な

っ
て
い
る
。
将
来
的
に
本
人
が

償
還
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
妥
当

な
金
額
と
判
断
し
て
い
る
。

町
長

町
内
に
就
職
す
る
若
年

層
を
対
象
と
し
た
支
援
と
し
て
、

奨
学
金
を
返
還
中
の
町
内
事
業

所
の
正
規
雇
用
者
に
対
し
、
決

定
年
度
に
返
還
し
た
奨
学
金
を

助
成
す
る
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
事
業
や
、
町
内
企
業
へ
の
新

卒
就
業
時
と
、
勤
続
年
数
に
応

じ
た
奨
励
金
を
支
給
す
る
新
規

学
卒
者
等
就
職
奨
励
事
業
を
令

和
８
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
様
々

な
職
種
に
お
け
る
人
材
確
保
お

よ
び
就
業
促
進
を
図
り
た
い
。

◎
幌
延
町
医
療
職
員
養
成

就
学
資
金
貸
付
条
例
に

つ
い
て

質
問

保
健
師
、
看
護
師
な
ど

の
医
療
職
員
は
な
ぜ
卒
業
後
１

年
以
内
に
町
の
職
員
と
し
て
従

事
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
今

後
、
期
間
を
延
長
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

町
長

医
療
職
員
の
確
保
が
非

常
に
難
し
く
、
特
に
不
足
し
て

佐 藤　忠 志
・
幌
延
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例
に
つ

い
て

・
幌
延
町
医
療
職
員
養
成
就
学
資
金

貸
付
条
例
に
つ
い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第２回定例会（３月11日）

■佐藤　忠志
■齋賀　弘孝

２氏が質問
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